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平成１８年度第２回宇都宮家庭裁判所委員会議事概要

宇都宮家庭裁判所委員会事務局

１ 日時 平成１９年１月３０日（火） 午後２時から午後４時１５分

２ 場所 宇都宮家庭裁判所大会議室（本館４階）

３ 出席者

(1) 委員（五十音順，敬称省略）

青柳馨，河原文敬，小林一子，小林克子，自見武士，高橋信正，近田正晴，

傳法とみ子，中川徳子，堀彰，松本敏

(2) 事務局

望月猛事務局長，山岸喜三雄首席書記官，下坂節男首席家庭裁判所調査官，

加藤裕之事務局次長，宮下光正総務課長

４ 議事

(1) 開会（総務課長）

(2) 所長あいさつ

(3) 事務局長からの報告（事務局長）

ア 委員交代について

自見委員からの自己紹介

イ 委員の退任について（片柳委員）

(4) 配付資料の説明（総務課長）

(5) 今回テーマ「国民の協力を得て成り立っている制度」紹介（議長）

(6) 家事調停委員，参与員，補導委託先実情及びこれらに対する裁判所のニーズ

について説明（事務局長）

(7) 説明後の質疑応答

委員から「ボランティア団体を運営している人たちの中には，専門的な勉強

をしていて県の相談業務に携わっている人がいる。そういうところから推薦し

てもらうのも一つの方法だと思う。」という意見がありました。

また，少年の補導委託先となっている委員から「試験観察をしていても，大

人には分りえないことがあるので，大学生に少年の指導を依頼したところ，学

校から見放されてしまった子が，今では学校に行って友達に勉強のことを質問

できるようになった。」と報告がありました。
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５ 次回テーマ及び次回期日

（議 長）

御意見がなければ，「家庭裁判所からの情報発信の在り方」ということにし

たいがいかがか。

（全 委 員）

異議はありません。

６ 次回期日

（議 長）

皆様の御予定を取りまとめた結果，７月３日（火）午後２時から午後４時を

開催期日とさせていただきます（予備日を７月１２日（木））。

７ 閉会にあたり一言

（所 長）

本日は，長い間貴重な御意見をいただきありがとうございました。

８ 閉会


